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【
資
料
紹
介
】
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要

木

純

一

（
島
根
大
学
法
文
学
部
）

摘

要

『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
は
、
出
雲
地
方
の
名
勝
に
つ
い
て
、
漢
学
者
・
教
育
者
星
野
文
淑
が
由
緒
を
の
べ
、
漢
詩
・
和
歌
・
誹
諧

を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
出
雲
文
壇
の
状
況
、
神
話
伝
承
、
観
光
、
風
俗
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
翻
刻
を
試
み
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

出
雲
名
勝
摘
要
、
星
野
文
淑
、
観
光
、
明
治
初
期
、
漢
詩

は
じ
め
に

明
治
十
年
代
、
維
新
後
の
混
乱
も
収
ま
り
、
出
版
・
印
刷
の
発
達
と
相
ま
っ
て
、

出
雲
漢
詩
壇
は
、
江
戸
時
代
に
ま
さ
る
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
気

運
の
中
で
、『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
明
治
十
四
年

一
八
八
一
刊
）
は
生
ま
れ
た
。
本

書
は
、
編
者
の
星
野
文
淑
が
、
出
雲
地
方
の
名
勝
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
由

緒
を
解
説
し
、
そ
の
地
を
詠
ん
だ
漢
詩
、
和
歌
、
誹
諧
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
（
多

く
は
同
時
代
の
作
品
。
江
戸
時
代
に
溯
る
も
の
も
あ
る
）。
更
に
、
当
時
の
出
雲
漢

詩
壇
、
歌
壇
、
俳
壇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巨
頭
、
雨
森
精
翁
、
中
村
守
手
、
山
内
曲
川

の
校
閲
を
仰
い
で
い
る
。
彼
ら
は
単
に
名
前
を
貸
し
た
の
で
は
な
く
、
編
輯
段
階

で
作
品
選
択
等
の
指
導
に
相
当
関
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
想
像
し
て
い

る
。
本
書
は
、
出
雲
の
文
学
史
の
み
な
ら
ず
、
神
話
伝
承
、
観
光
史
、
風
俗
史
の

資
料
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
方
志
等
で
ま
れ
に
言
及
さ
れ
る
に

す
ぎ
ず
、
原
文
全
体
が
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
を
惜
し
み
、
こ
こ
に

翻
刻
を
試
み
た
。
妹
尾
春
江
（
詳
細
不
明
）
に
よ
る
挿
絵
も
す
ば
ら
し
く
、
い
ず

れ
本
書
を
影
印
し
て
、
多
く
の
人
に
見
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

編
者
の
星
野
文
淑
に
つ
い
て
、
私
の
知
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。『
島
根
県
歴
史
人

物
事
典
』（
山
陰
中
央
新
報
社

一
九
九
七
刊
行
）
の
星
野
成
章
（
ほ
し
の

せ
い

し
ょ
う
）
の
項
を
引
く
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）〜
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
教
育
者
、「
出
雲
史

略
」
の
著
者

幼
名
を
文
淑
（
ふ
み
と
し
）、
雅
号
を
鱸
江
（
ろ
こ
う
）
と
い
う
。
松
江
で
医

山
陰
研
究
（
第
四
号
）
二
〇
一
一
年
十
二
月

－１００－
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師
を
し
て
い
た
文
瑞
の
子
。
広
島
県
師
範
学
校
を
お
え
て
帰
郷
。
以
後
三
保
小

学
校
訓
導
、
木
次
小
学
校
訓
導
と
な
る
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
小
学
校

の
教
科
用
と
し
て
書
か
れ
た
『
出
雲
史
略
』
を
、
翌
年
に
は
『
出
雲
名
勝
摘
要
』

を
出
版
し
た
。
教
育
者
と
し
て
郷
土
の
文
化
向
上
に
貢
献
し
た
が
三
一
歳
の
若

さ
で
没
し
た
。
参
考
文
献＝

『
大
原
郡
誌
』（
坪
内
珠
美
氏
担
当
）

な
お
、
彼
は
、
師
で
あ
る
、
出
雲
漢
詩
人
（
漢
学
者
）
内
村
鱸
香
（
友
輔
・
篤

�

一
八
二
一
〜
一
九
〇
一
）
の
還
暦
記
念
詩
集
『
永
錫
集
』（
明
治
十
五
年

一

八
八
二
刊
）
も
編
輯
し
て
い
る
。
内
村
鱸
香
の
詩
は
本
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
星
野
文
淑
の
若
死
に
を
惜
し
む
碑
銘
も
内
村
鱸
香
に
撰
せ
ら
れ
て
い
る
。『
大
原

郡
誌
』
一
九
七
二
刊
、
五
一
一
頁
）。
当
時
の
出
雲
地
方
に
お
い
て
、
文
化
界
、
教

育
界
の
一
大
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
出
雲
名
勝
摘
要
』
は
、
本
文
の
最
初
に
「
出
雲
名
勝
摘
要
巻
之
上
」、
版
心
に
も

「
巻
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
続
刊
の
予
定
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
管

見
の
及
ぶ
限
り
で
は
そ
れ
ら
し
き
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
山

陰
新
聞
』
所
載
の
本
書
の
広
告
（
例
え
ば
明
治
十
五
年
十
二
月
二
日
）
に
も
巻
分

け
や
続
刊
の
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
星
野
文
淑
の
体
調
悪
化
等

に
よ
り
、
続
刊
は
断
念
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
臆
測
し
て
い
る
。

凡
例内

容
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
に
重
き
を
お
き
、
字
の
配
置
や
大
き
さ
な
ど
の
レ

イ
ア
ウ
ト
は
、
原
典
を
再
現
す
る
こ
と
に
意
を
注
が
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
小

字
二
行
注
は
、
本
文
と
同
ポ
イ
ン
ト
、
同
行
に
し
て
（

）
を
つ
け
て
記
し
た
。

版
心
に
は
、
序
に
連
番
、
凡
例
に
は
「
例
言
」
の
二
字
、
本
文
に
ま
た
連
番
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
の
変
わ
り
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
序
一
オ
」、「
例
言
オ
」、「
一

オ
」
の
よ
う
に
、
小
字
で
注
記
を
付
し
た
。
便
利
の
た
め
に
、
作
品
に
連
番
を
ア

ラ
ビ
ア
数
字
で
振
っ
た
（
長
歌
と
反
歌
は
あ
わ
せ
て
一
作
品
と
み
な
し
た
。
漢
詩

の
序
の
部
分
は
作
品
と
し
て
数
え
な
か
っ
た
）。
漢
字
の
表
記
は
常
用
漢
字
体
を
基

本
と
し
た
が
、
一
部
、
要
木
の
趣
味
に
よ
り
、
旧
体
字
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
変
体
仮
名
は
、
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
清
濁
の
別
に
自
信
が
な

い
の
で
、
濁
点
は
施
さ
ず
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。「
ト
モ
」
の
合
体
字
や
「
事
」

の
省
略
字
等
は
、
も
と
の
字
に
戻
し
た
。【

】
内
に
要
木
の
説
明
や
校
訂
を
加
え

た
。
挿
絵
の
存
在
も
【

】
内
に
記
し
た
。
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
序
、
凡

例
、
各
名
勝
の
由
緒
に
句
読
点
を
付
け
た
。
漢
詩
文
は
原
文
に
既
に
あ
る
読
点
を

踏
襲
し
、
和
歌
、
誹
諧
は
分
か
ち
書
き
に
し
た
。
和
歌
・
誹
諧
の
読
み
に
関
し
て
、

島
根
大
学
法
文
学
部
田
中
則
雄
教
授
に
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
る
。

底
本
は
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
郷
土
資
料
室
蔵
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
。
翻

刻
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
底
本
の

書
誌
は
以
下
の
通
り
。

出
雲
名
勝
摘
要

/

星
野
文
淑
編
輯

出
版
者

園
山
喜
三
右
衛
門

大
き
さ

３１
p；
１９

cm

一
般
注
記

１８８０
.３

分

類

N
D

C８
：
２９１

.７３

本
文
言
語

日
本
語

コ
ー
ド
類

書
誌ID

＝
１０２０７３６９５０
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翻
刻
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
要
木
純
一
）
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翻
刻

【
表
紙
題
簽
】

出
雲
名
勝
摘
要

【
表
紙
裏
】

雨
森
精
翁
先
生

中
村
守
手
大
人

閲

星
野
文
淑

編

山
内
曲
川
宗
匠

出
雲
名
勝
摘
要

文
会
堂
蔵

【
序
】

序
一
オ序出

雲
名
勝
之
多
、
不
必
譲
畿
甸
諸
国
、
而
独
地
誌
未
全
備
、
希
世
之
蹟
往
々
�
没

而
不
顕
、
可
不
惜
乎
哉
。
余
嘗
欲
周
遊
一
回
、
作
書
以
資
済
勝
之
士
、
而
為
家
累

所
羈
、
未
暇
也
。
有
以
待
其
人
也
、
久
矣
。
乃
如
星
野
文
淑
、
則
其
人
乎
。
文
淑

序
一
ウ

少
有
勝
情
、
単
身
飄
然
。
凡
霊
境
奥
壌
足
能
得
造
者
、
靡
幽
不
探
、
靡
深
不
窮
。

必
徴
之
史
冊
、
或
参
以
故
老
之
言
、
又
教
善
画
者
作
之
図
、
且
係
焉
以
今
古
名
人

文
詩
、
彙
為
若
干
冊
、
以
便
遊
者
、
名
曰
、
出
雲
名
勝
摘
要
。
蓋
亦
地
誌
之
亜
也
。

序
二
オ

頃
文
淑
将
�
以
公
之
、
来
請
曰
、
先
生
以
為
可
伝
、
則
幸
賜
一
言
。
余
乃
謂
曰
、

善
哉
挙
也
。
名
勝
待
人
而
彰
、
人
亦
因
名
勝
而
伝
。
二
者
未
始
不
相
遇
而
済
美
也
。

今
夫
趙
氏
之
璧
、
天
下
之
至
宝
也
。
非
和
氏
不
能
成
其
為
宝
、
而
和
氏
之
名
亦
以

璧
遂
聞
天
下
。
文
淑
為
名
勝
之
和
氏
也
、
多
矣
。
其
得
名
、
亦
将
在
此
乎
。
盍
速

序
二
ウ

刻
之
。
異
日
幸
得
畢
昏
嫁
作
�
韈
之
遊
乎
、
請
以
此
書
為
南
針
。
雖
然
、
我
老
矣
。

明
治
十
三
年
十
一
月

有
所
於
帰
村
荘
主
人
撰

【
凡
例
。
版
心
に
は
例
言
と
あ
り
】

例
言
オ凡
例

一
本
編
ハ
出
雲
国
内
ノ
最
モ
著
名
ナ
ル
名
所
、
古
跡
ヲ
拾
フ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
未

タ
一
二
ノ
漏
脱
ナ
キ
能
ハ
ス
。

一
詩
文
、
和
歌
、
誹
諧
ハ
総
テ
人
ノ
古
今
ヲ
問
ハ
ス
抜
萃
ス
ト
雖
ト
モ
、
期
ノ
既

ニ
迫
ル
ヲ
以
テ
、
亦
未
タ
遺
漏
ノ
憂
ヲ
免
ル
ヽ
能
ハ
ス
。

一
編
中
、
毎
題
其
由
緒
ヲ
記
シ
、
以
テ
看
客
ニ
便
ニ
ス
レ
ト
モ
、
其
或
ハ
幾
里
町

例
言
ウ

ト
曰
ヒ
、
或
ハ
何
丈
尺
ト
曰
ヒ
、
或
ハ
幾
何
間
ト
曰
フ
ハ
、
皆
是
レ
概
算
ニ
出

ツ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
敢
テ
精
算
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
幸
ニ
之
ヲ
諒
セ

ヨ
。明

治
十
四
年
一
月

編
者
誌

【
本
文
】

一
オ出
雲
名
勝
摘
要
巻
之
上

星
野
文
淑

編

○
千
鳥
城

一
名
ヲ
亀
田
山
城
ト
曰
フ
。
松
江
殿
町
（
島
根
郡
）
ニ
ア
リ
。
慶
長
十
二
年
、
堀

尾
吉
晴
月
山
城
ヲ
移
ツ
シ
、
名
ク
ル
ニ
此
名
ヲ
以
テ
ス
。
山
ヲ
盾
ト
シ
渠
ヲ
幕
ト

シ
テ
、
其
要
害
ハ
山
陰
ノ
巨
擘
タ
リ
。
後
チ
京
極
氏
、
松
平
氏
ヲ
経
テ
、
二
百
六

十
餘
年
（
明
治
四
年
）
ニ
至
タ
リ
、
藩
主
去
ル
。
爾
来
修
繕
ヲ
加
フ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

－９８－
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一
ウ

垣
壁
ハ
為
メ
ニ
壊
レ
、
堡
寨
ハ
為
メ
ニ
崩
レ
、
今
ハ
唯
牙
城
ノ
松
間
ニ
屹
立
シ
テ
、

寒
鴉
ノ
唖
々
ト
晩
靄
ニ
飛
テ
之
ヲ
守
ル
ノ
ミ
。

１

中
島
椶
隠

風
壌
竟
帰
神
化
敦
、
英
雄
割
拠
跡
徒
存
、
息
兵
猶
足
鍛
鋼
産
、
征
利
唯
無
煮
海
村
、

苔
菜
貢
新
十
六
島
、
城
営
尋
古
八
重
垣
、
富
強
別
逞
経
綸
術
、
不
用
書
生
越
俎
論
、

【
綸
は
も
と
倫
に
作
る
。
今
正
す
】

２

劉

石
秋

二
オ

魚
膾
堆
盤
白
玉
光
、
雲
州
酒
冽
割
人
腸
、
巨
鱸
三
尺
江
南
美
、
駿
馬
千
群
冀
北
良
、

午
笛
舟
迷
橋
柳
影
、
春
旗
城
掩
渚
花
香
、
�
宮
日
暮
経
筵
散
、
一
路
咏
帰
多
乗
黄
、

【
�
は
も
と
洋
に
作
る
。
今
正
す
】

３

島

重
養

亀
田
山

あ
ふ
く
大
城
は

松
に
の
み

残
る
も
あ
は
れ

萬
代
の
声

４

武
田
道
年

萬
代
の

亀
田
の
山
と

思
ひ
し
を

人
た
に
す
ま
す

な
り
に
け
る
哉

５

北
島
三
綱

二
ウ【
千
鳥
城
図
】

三
オむ
れ
わ
た
る

田
鶴
の
羽
風
に

亀
田
山

城
の
辺
の
松
も

千
代
よ
は
ふ
な
り

６

松
井
言
正

萬
代
の

春
は
成
に
け
り

亀
田
山

千
鳥
の
大
城

う
ち
か
す
み
つ
つ

７

松
江

菊
川

水
湖
に

山
の
尾
を
引

か
す
み
か
な

○
大
橋
鱸
網

橋
ノ
一
名
ヲ
分
郡
橋
ト
曰
フ
。
島
根
、
意
宇
両
郡
ノ
一
大
橋
ニ
シ
テ
、
其
長
サ
一

三
ウ

町
十
二
間
、
此
処
即
チ
碧
雲
湖
脚
ナ
リ
。
西
望
東
眺
、
共
ニ
相
ヒ
宜
シ
。
毎
歳
立

冬
ノ
候
ヲ
最
ト
シ
テ
、
橋
辺
ニ
漁
船
数
十
艘
ヲ
繋
キ
、
流
ニ
従
テ
、
下
ル
ト
コ
ロ

ノ
鱸
ヲ
網
ス
。
腮
ノ
数
四
ア
リ
。
其
味
絶
タ
美
ニ
シ
テ
、
恰
モ
支
那
ノ
松
江
ノ
鱸

ノ
如
シ
。
故
ニ
此
名
夙
ニ
著
ハ
ル
。

８

釈

道
光

湖
天
飛
霰
日
将
�
、
橋
上
行
人
粛
々
趨
、
漁
父
不
知
寒
気
甚
、
驚
濤
翻
処
網
銀
鱸
、

９

釈

天
鱗

枯
蒲
葉
爛
不
籠
烟
、
寒
碧
遙
涵
惨
澹
天
、
漁
子
豫
知

四
オ【
大
橋
鱸
網
図
】

四
ウ風
浪
起
、
江
心
争
杙
捕
鱸
船
、

１０

内
村
鱸
香

行
舟
稍
遠
泛
群
鳧
、
飄
霰
如
珠
撲
荻
蘆
、
昨
夜
寒
風
捲
驚
浪
、
漁
人
得
意
捕
銀
鱸
、

１１

杉

聴
雨

秋
風
吹
老
松
江
水
、
知
是
鱸
魚
味
方
美
、
昨
夜
長
竿
有
獲
不
、
漁
翁
猶
宿
蘆
花
裏
、

１２

島

重
養

大
橋
の

下
ゆ
く
波

よ
る
と
な
く

昼
も
鱸
の

幸
や
ま
つ
ら
む
【
二
句
は
、

下
ゆ
く
波
の
、
に
作
る
べ
し
】

五
オ

１３

別
火
千
秋

鱸
と
る

網
さ
ち
お
ほ
み

大
橋
を

過
か
て
に
し
て

人
そ
賑
は
ふ
【
過
か
て
、

は
も
と
、
過
の
て
、
に
作
る
。
今
正
す
】

１４

長
谷
川
龍
衛

大
橋
の

な
か
き
世
か
け
て

曳
く
綱
の

あ
み
め
も
ら
さ
ぬ

幸
そ
楽
し
き

１５

武
田
道
年

大
橋
の

鱸
の
あ
み
や

ゆ
る
む
ら
ん

あ
か
ら
嶋
風

吹
た
ち
に
け
り

○
立
久
恵

五
ウ一
名
ヲ
神
亀
峡
ト
曰
フ
。
神
門
郡
乙
立
村
ニ
ア
リ
。
螺
岩
、
烏
帽
子
岩
、
猿
岩
、

屏
風
岩
、
腰
直
岩
等
ノ
巨
岩
聳
立
シ
テ
、
其
高
サ
数
十
丈
、
幅
凡
ソ
十
町
。
老
松

六
八

翻
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古
杉
、
媚
ヲ
献
シ
、
朝
ニ
水
烟
ヲ
籠
メ
テ
、
暮
ニ
雲
雨
ヲ
籠
ム
。
川
ハ
則
チ
神
戸

川
ノ
上
流
ニ
シ
テ
、
幅
凡
ソ
二
十
間
。
一
舟
ヲ
買
フ
テ
、
流
ニ
溯
レ
ハ
、
其
身
ハ

飄
々
乎
ト
シ
テ
塵
世
ノ
外
ニ
出
ツ
ル
ヲ
覚
フ
。

１６

雨
森
老
雨

使
此
勝
与
耶
馬
溪
易
地
乎
、
海
内
第
一
之
称
、
未
必
舎
此
而
属
彼
、
不
幸
僻
在
山

六
オ

陰
畳
嶂
複
嶺
中
済
勝
之
士
罕
至
、
是
其
名
之
所
以
不
甚
著
、
士
之
抱
才
学
而
所
居

不
得
其
地
者
、
不
亦
然
乎
、
雖
然
、
天
造
地
設
、
渾
沌
未
闢
、
其
不
失
太
古
真
気

者
、
亦
唯
在
此
、
不
然
、
其
不
為
羅
漢
寺
者
幾
希
乃
安
知
其
為
不
幸
者
之
適
非
其

幸
乎
哉
、
此
中
消
息
難
与
不
知
者
道
、

１７

釈

道
光

軽
舟
牽
上
峡
雲
西
、
環
合
奇
峰
望
不
斉
、
九
曲
渓
流
清
且
浅
、
幾
多
巌
樹
聳
還
低
、

歌
謳
更
欲
追
朱
子
、
応
接
恰
同
遊
会
稽
、
何
日
人
間
辞
�
鬧
、
此
中
曳
尾
卜
幽
棲
、

六
ウ
七
オ

【
立
久
恵
図
】

七
ウ

１８

山
村
勉
斎

突
兀
峡
頭
雲
外
欹
、
誰
図
世
有
此
神
亀
、
崎
嶇
休
嫌
攀
躋
苦
、
猶
勝
塵
塗
不
可
随
、

１９

秋
山
光
條

言
巻
（
毛
）
文
（
尓
）
文
（
志
支
）
言
巻
（
毛
）
最
（
毛
）
奇
（
志
支
）
白
雲
（
毛
）

立
（
毛
）
及
（
婆
須
）
天
津
日
（
乃
）
影
（
毛
）
隠
（
呂
比
）
萬
代
（
尓
）
神
佐

備
立
（
留
）
立
久
恵
（
乃
）
峯
（
乃
）
巌
群

千
五
百
群

岩
根
撼

雷
（
乃
）

音
響
似
（
弖
）
落
多
藝
知

瀧
知
流
（
留
々
）
琴
引
（
乃
）
美
尾
溯
上

纜
（
乎
）

松
（
乃
）
下
枝
（
尓
）
打
掛
（
弖
）
遊
（
留
）
今
日
（
波
）
現
身
（
乃
）
世
（
共
）

八
オ

覚
（
衣
須
）
薦
枕

高
天
原
（
乃
）
久
方
（
乃
）
天
乃
川
原
（
尓
）
何
時
来
（
尓
）

気
牟

大
空
（
尓
）

麗
（
礼
留
）
星
（
乃
）

宿
鴨

名
（
尓
）
立
久
恵
（
乃
）

峯
（
乃
）
巌
（
波
）

２０

島

重
養

谷
川
の

け
し
き
も
そ
へ
て

立
久
恵
の

山
は
舟
よ
り

見
へ
か
り
け
り

２１

島
多
豆
夫

川
舟
の

も
そ
ろ
�
�
に

の
ほ
り
き
て

立
久
恵
山
は

見
る
へ
か
り
け
り

２２

武
田
道
年

八
ウ立
久
恵
の

腰
の
し
岩
に

の
ほ
り
て
そ

山
の
け
し
き
は

見
お
ろ
さ
れ
け
る

２３

北
島
三
綱

た
ち
く
ゑ

岩
畳

た
ゝ
み
し
世
よ
り

立
崩
て

苔
も
し
み
ら
に

神
さ
ひ
ぬ
ら
ん

○
小
勝
間
松

松
江
ノ
西
北
一
里
餘
、
名
分
村
（
島
根
郡
）
小
勝
間
山
ニ
ア
リ
。
其
大
サ
一
丈
七

尺
餘
、
高
サ
十
二
間
、
右
ニ
転
ス
ル
事
十
七
間
、
左
ニ
廻
ク
ル
事
十
九
間
。
神
代

九
オ

ノ
老
松
ニ
シ
テ
、
枝
ノ
大
サ
モ
亦
八
尺
ニ
下
ラ
ス
。
其
垂
下
シ
テ
土
ヲ
穿
チ
、
復

タ
躍
リ
テ
雲
間
ニ
蟠
マ
ル
モ
ノ
、
大
小
合
セ
テ
十
有
三
。
鬱
然
ト
独
リ
後
凋
ノ
色

ヲ
呈
シ
、
住
吉
、
高
砂
ノ
諸
松
ト
其
名
ヲ
競
ヒ
、
名
士
雅
客
ノ
之
レ
ヲ
訪
フ
モ
ノ

多
シ
。
然
ル
ニ
中
世
枯
死
シ
テ
、
高
蹤
ヲ
隠
ク
ス
ヲ
以
テ
、
小
松
其
跡
ヲ
襲
キ
、

今
ヤ
亦
朝
ニ
孤
烟
ヲ
籠
メ
、
夕
ニ
乱
雲
ヲ
鎖
サ
ス
ト
雖
ト
モ
、
未
タ
昔
時
ノ
風
致

ヲ
見
ル
能
ハ
ス
。
惜
イ
哉
。【
大
サ
は
当
に
太
サ＝

ふ
と
さ
に
作
る
べ
し
。
蟠
は
も

と
�
に
作
る
。
今
正
す
】

２４

細
野
安
恭

小
勝
間
の

か
け
の
た
り
尾
の

し
た
り
松

神
代
な

九
ウ
十
オ

【
小
勝
間
松
図
】

十
ウか
ら
の

姿
成
ら
ん

２５

松
井
言
正

小
勝
間
は

み
や
も
鳥
居
も

な
け
れ
共

松
こ
そ
神
の

し
る
し
也
け
れ

２６

武
田
道
年

－９６－
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小
勝
間
の

松
は
め
く
し
も

少
女
子
よ

な
か
家
つ
と
に

い
さ
と
い
は
な
ん

○
宍
道
湖

一
名
ヲ
意
宇
湖
、
又
碧
雲
湖
ト
曰
フ
。
意
宇
、
島
根
、
秋
鹿
、
楯
縫
、
出
雲
ノ
五

十
一
オ

郡
ヲ
以
テ
、
之
レ
ヲ
包
メ
リ
。
長
サ
五
里
、
幅
一
里
餘
、
周
回
ハ
十
一
里
ニ
下
ラ

ス
。
中
ニ
ア
ル
一
嶼
ヲ
夜
雨
島
（
嫁
島
）
ト
曰
フ
。
老
松
数
幹
ア
リ
テ
、
神
女
ノ

廟
ヲ
建
ツ
。
西
ニ
屹
ツ
一
峯
ヲ
石
見
ノ
小
媛
山
ト
シ
、
東
ニ
聳
ユ
ル
一
嶽
ヲ
伯
耆

ノ
角
盤
山
ト
ス
。
皇
国
十
二
景
ノ
其
一
ニ
シ
テ
、
済
勝
ノ
士
ハ
四
時
ヲ
別
タ
ス
、

朝
ニ
シ
テ
舟
ヲ
泛
ヘ
、
暮
ニ
シ
テ
棹
ヲ
停
ム
。

２７

頼

杏
坪

松
江
日
霽
放
軽
航
、
四
面
雲
山
与
水
蒼
、
樹
杪
楼
抽
鴟
尾
小
、
波
心
橋
臥
蠎
身
長
、

此
遊
帰
国
為
談
柄
、
他

十
一
ウ
十
二
オ

【
宍
道
湖
図
】

十
二
ウ
日
思
湖
竟
夢
場
、
衰
折
自
悲
難
再
会
、
幾
珠
老
涙
迸
斜
陽
、【
珠
は
も
と
株
に
作
る
。

今
正
す
】

２８
２９
３０

釈

天
鱗
【
鱗
は
も
と
麟
に
作
る
。
今
正
す
】

淡
青
濃
緑
画
難
�
、
山
水
如
斯
天
下
無
、
長
恨
坡
公
生
異
域
、
枉
教
佳
句
属
西
湖
、

左
右
層
巒
列
画
図
、
直
西
只
見
碧
波
舗
、
浮
空
一
抹
何
村
樹
、
烟
翠
依
微
認
却
無
、

湖
上
寒
威
霽
更
添
、
銀
濤
乱
走
北
風
厳
、
夜
来
新
下
僊
峯
雪
、
削
出
雲
間
白
一
尖
、

３１

松
田
淞
雨

十
三
オ
洵
美
非
凡
境
、
蓴
鱸
也
可
誇
、
暮
帆
争
一
港
、
秋
水
照
千
家
、
遠
岳
装
軽
雪
、
疎

楓
畳
断
霞
、
倚
欄
�
不
尽
、
只
惜
夕
陽
斜
、

３２

三
島
雲
�

汀
烟
破
処
露
孤
城
、
目
送
帰
帆
立
晩
晴
、
浅
碧
濃
紅
春
遠
近
、
夕
陽
三
十
六
湾
明
、

３３

島

重
養

漕
つ
れ
し

宍
道
の
海
の

早
舟
は

あ
る
ゝ
日
な
み
も

時
を
た
か
へ
す

３４

松
井
言
正

十
三
ウ
い
さ
清
き

宍
道
の
湖
に

て
る
月
は

君
か
千
年
の

境
也
け
り

３５

長
谷
川
龍
衛

佐
比
売
山

大
神
山
も

遠
し
ろ
く

た
か
ね
う
つ
せ
る

意
宇
の
湖

３６

松
江

梅
圭

雲
ぬ
け
る

月
の
勢
ひ
や

猪
道
湖

○
御
井

出
雲
郡
、
下
直
江
村
、
御
井
神
社
境
外
ニ
三
井
ア
リ
。
一
ハ
方
四
尺
、
一
ハ
方
五

十
四
オ

尺
、
一
ハ
方
三
尺
ニ
シ
テ
、
共
ニ
井
幹
ナ
シ
。
唯
藩
籬
ノ
之
レ
ヲ
繞
ク
ル
ノ
ミ
。

神
代
、
大
己
貴
命
、
稲
葉
八
上
姫
ヲ
娶
リ
、
結
ノ
里
ニ
於
テ
、
木
俣
神
ヲ
産
ム
。

是
レ
ハ
則
チ
神
ノ
産
湯
井
ナ
リ
。
実
ニ
霊
水
ト
イ
フ
ヘ
シ
。

３７

三
島
雲
�

神
跡
猶
伝
御
井
名
、
苔
甃
緑
湿
水
盈
々
、
荒
垣
今
日
無
人
補
、
立
聴
青
蛙
喚
雨
声
、

３８

島

重
養

木
俣
の

神
の
産
湯
の

む
か
し
さ
へ

く
み
と
る
御
井
の

松
の
下
水

十
四
ウ
【
御
井
図
】

十
五
オ

３９

島
多
豆
夫

木
俣
に

か
く
れ
て
蝉
の

は
ふ
か
け
も

う
つ
り
て
清
し

御
井
の
真
清
水

○
陰
陽
石

秋
鹿
郡
、
古
浦
ニ
ア
リ
。
偕
ニ
天
然
ノ
巨
岩
ニ
シ
テ
、
陽
石
ノ
高
サ
一
丈
、
海
上

ニ
ア
リ
、
陰
石
ノ
高
サ
二
丈
、
海
岸
ニ
ア
リ
テ
、
相
ヒ
対
峙
ス
。
其
距
ル
事
、
凡

ソ
十
間
。
北
風
岸
ヲ
打
テ
、
水
波
鳴
ル
。
陽
石
ノ
下
部
ニ
、
海
苔
、
貝
殻
ヲ
纏
ヒ
、

陰
石
ノ
上
部
ニ
、
蘆
葦
、
滴
水
ヲ
帯
フ
。
形
状
恰
モ
玉
茎
玉
門
ノ
如
シ
。
社
ア
リ

テ
伊

十
五
ウ
【
陰
陽
石
図
】

七
〇
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十
六
オ
弉
諾
、
伊
弉
冊
ノ
二
尊
ヲ
祭
ル
。

４０

島

重
養

お
の
つ
か
ら

か
ゝ
る
形
ち
も

な
り
�
�
て

な
り
あ
ま
る
石

な
り
あ
は
ぬ

石４１

松
江

曲
川

浪
に
そ
ふ

陰
陽
石
や

初
日
か
け

○
猪
石

意
宇
郡
、
宍
道
村
ニ
二
石
ア
リ
。
一
ハ
長
サ
二
丈
七
尺
、
高
サ
一
丈
、
周
回
五
丈

七
尺
ニ
シ
テ
、
一
ハ
長
サ
二
丈
五
尺
、
高
サ
八
尺
、
周
回
四
丈
一
尺
ナ
リ
。
神
代

十
六
ウ
【
猪
石
図
】

十
七
オ
大
己
貴
命
獵
リ
セ
ン
ト
欲
シ
、
野
ニ
出
テ
ゝ
、
猪
ヲ
逐
フ
。
其
猪
走
リ
逃
ケ
、
佐

為
谷
ニ
至
リ
、
化
シ
テ
石
ト
為
ル
。
是
レ
即
チ
其
石
ナ
リ
。
形
チ
絶
タ
類
似
ス
。

村
名
ヲ
宍
道
ト
曰
フ
ハ
、
ソ
レ
コ
レ
ニ
由
ル
カ
。

４２

島
多
豆
夫

大
神
の

御
狩
の
あ
と
を

し
の
ふ
れ
は

猪
像
な
せ
る

石
は
あ
り
け
り

４３

武
田
道
年

八
千
矛
の

神
の
お
は
し
ゝ

し
ゝ
か
た
は

今
も
宍
道
の

郷
に
残
れ
り

十
七
ウ

４４

島

重
養

大
神
の

御
狩
に
お
ち
て

猪
石
は

佐
為
谷
に
社

た
ち
ひ
そ
み
け
れ

○
月
山
城
墟

山
ノ
古
名
ヲ
勝
日
山
ト
曰
フ
。
能
儀
郡
、
冨
田
村
ニ
ア
リ
。
往
昔
、
平
景
清
ノ
築

ク
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
建
武
中
、
塩
冶
高
貞
之
レ
ニ
居
ル
。
文
明
ノ
頃
、
尼
子
経
久

勃
興
シ
テ
之
ニ
拠
リ
、
竟
ニ
中
国
ニ
雄
視
セ
リ
。
永
禄
年
間
ニ
至
リ
、
晴
久
、
義

久
、
毛
利
氏
ノ
囲
ヲ
受
ク
ト
雖
ト
モ
、
堅
城
利
兵
ニ
シ
テ
、
能
ク
七
年
ノ
久
キ
ニ

十
八
オ
耐
フ
。
其
後
チ
年
ヲ
経
テ
、
堀
尾
氏
ニ
至
リ
、
之
レ
ヲ
島
根
郡
、
末
次
ニ
移
ツ
ス
。

満
山
皆
楓
樹
ニ
シ
テ
、
爛
然
ト
霜
ニ
飽
ク
。
其
色
渥
丹
ノ
如
シ
。
故
ニ
高
秋
ニ
至

レ
ハ
、
名
士
ノ
之
レ
ヲ
探
ク
ル
モ
ノ
多
シ
。

４５

島

重
養

子
規

鳴
て
ふ
冨
田
の

月
山
は

花
に
雪
に
も

名
く
は
し
き
哉

４６

北
島
三
綱

い
に
し
へ
の

旗
手
も
か
く
や

靡
き
け
ん

月
や
ま
さ
く
ら

あ
ら
し
吹
な
り

十
八
ウ
【
月
山
城
墟
図
】

十
九
オ

４７

島
多
豆
夫

勝
日
山

勝
声
あ
け
し

た
ゝ
か
ひ
の

昔
を
そ
お
も
ふ

弓
は
り
の
月

４８

武
田
道
年

冨
田
山
の

昔
を
と
へ
は

武
士
の

月
に
あ
そ
ひ
し

跡
そ
残
れ
る

４９

長
谷
川
龍
衛

た
ゝ
か
ひ
し

太
刀
の
光
と

さ
ゆ
る
か
な

勝
日
の
峯
の

秋
の
よ
の
つ
き

５０

北
島

湊

十
九
ウ
も
の
ゝ
ふ
の

花
と
散
し
は

む
か
し
に
て

月
山
さ
く
ら

嵐
ふ
く
也

５１

細
野
安
恭

春
過
て

花
も
匂
は
ぬ

月
山
に

古
き
昔
を

よ
ふ
千
鳥
哉

５２

安
来

芋
村

そ
の
声
や

さ
す
か
吐
月
の

郭
公

５３

松
江

百
喜

月
山
も

花
の
七
日
の

く
も
り
か
な

○
犬
石

二
十
オ
意
宇
郡
、
白
石
村
ニ
ア
リ
。
長
サ
一
丈
、
高
サ
四
尺
、
周
回
一
丈
九
尺
ノ
石
ニ
シ

テ
、
大
己
貴
命
猪
ヲ
逐
フ
時
、
率
ユ
ル
ト
コ
ロ
ノ
犬
ハ
則
チ
是
レ
ナ
リ
。
今
日
ニ

ア
リ
テ
、
猶
ホ
其
形
ヲ
損
セ
ス
。
廻
ラ
ス
ニ
石
垣
ヲ
以
テ
ス
。
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５４

島

重
養

大
神
の

御
狩
の
幸
を

か
ゝ
ふ
り
て

犬
は
と
き
は
の

石
と
な
り
け
む

５５

北
島
三
綱

猪
お
ひ
て

石
と
な
り
け
ん

犬
像
の

い
は
ほ
そ
里

二
十
ウ
【
犬
石
図
】

二
十
一
オ

の

ま
も
り
也
け
る

○
潜
戸

島
根
郡
、
加
賀
浦
、
神
崎
ニ
ア
リ
。
窟
門
高
サ
四
間
、
広
サ
二
間
乃
至
八
間
、
長

サ
凡
ソ
二
町
許
リ
。
一
洞
ア
リ
テ
北
ニ
向
フ
。
抑
此
窟
ヤ
、
太
古
、
支
佐
加
比
比

売
命
ノ
佐
太
大
神
ヲ
産
ム
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
啻
北
方
ノ
一
洞
ア
リ
テ
、
窟
内
常
ニ

黯
々
焉
、
大
神
之
レ
ヲ
厭
ヘ
、
金
弓
ヲ
ト
リ
、
一
射
シ
テ
、
西
ヨ
リ
東
ニ
通
ス
。

於
是
、
窟
内
為
メ
ニ
耀
ク
。
是
レ
即
チ
今
ノ
東
西
両
門
ナ
リ
。
社
ヲ
建
テ
ゝ
、
支

佐
加
比
比
売
命
ヲ
祭
ル
。

二
十
一
ウ

５６

川
勝
重
綾

出
雲
の
や

加
賀
の
み
嵜
の

奇
し
き
や

く
き
と
の
み
戸
は

常
暗
に

闇
き

岩
屋
と

麻
須
羅
神

投
矢
射
放
ち

其
岩
を

通
し
ま
し
き
と

茜
刺

東
門

よ
り

西
門
に
し

い
行
む
か
へ
は

そ
と
も
な
る

北
の
大
門
そ

は
し
め
よ

り

龍
あ
り
け
ら
し

大
海
原

八
重
な
る
波
は

雲
井
な
す

澳
に
ひ
ろ
こ
り

壁
立
て
る

岩
穂
に
く
た
け

う
つ
ろ
な
る

北
窟
戸
も

た
ゝ
ゆ
り
に

ゆ

り
か
く
や
す
と

お
も
ふ
ま
て

聞
の
か
し
こ
く

現
に
し

見
の
あ
や
し
く

二
十
二
オ

千
早
振

神
の
み
あ
と
と

語
継
き

い
い
つ
く
な
へ
に

出
雲
人
の

吾
に
か

た
ら
く

つ
ら
�
�
に

い
に
し
へ
お
も
へ
は

天
な
る
や

吉
佐
貝
比
比
�
の

大
名
持

神
の
み
こ
と
の

現
身
を

ひ
た
し
い
か
す
と

け
た
し
く
も

こ
ゝ

に
来
ま
し
て

八
十
神
を

避
て
ま
し
け
ん

あ
と
ゝ
こ
ろ

か
く
こ
そ
あ
れ
と

つ
は
ら
か
に

か
た
る
を
き
け
は

う
へ
し
こ
そ

八
洲
の
国
の

国
中
と
も

お
も
ほ
え
な
く
も

現
世
に

こ
ゝ
た
さ
か
り
て

あ
や
し
く
も

神
さ
ひ
た

て
れ

是
の
神
崎

く
き
と
よ
り

吾
漕
来
れ
は

ま
か
み
ふ
る

妹

二
十
二
ウ
二
十
三
オ

【

潜
戸
図
】

二
十
三
ウ
か
櫛
島

波
の
ま
に
み
ゆ

５７

長
谷
川
龍
衛

黄
金
弓

と
ら
し
ゝ
世
よ
り

や
み
�
�
に

み
い
つ
か
か
や
く

か
ゝ
の
神
崎

【
と
ら
し
ゝ
世
よ
り
、
は
、
も
と
、
と
ら
し
た
世
よ
り
、
に
作
る
。
今
正
す
】

５８

島
多
豆
夫

射
放
ち
し

こ
か
ね
の
弓
の

ひ
か
り
に
や

く
ら
き
岩
屋
も

か
ゝ
や
き
に
け

む５９

松
井
言
正

千
早
振

神
代
も
か
く
や

霞
け
む

く
き
と
の
沖
の

春
の
曙

二
十
四
オ

６０

松
江

也
丈

乳
岩
は

涼
し
寝
た
子
も

眼
を
さ
ま
せ

○
鬼
の
舌
ふ
る
ひ

地
ハ
仁
多
郡
、
上
三
成
村
ニ
ア
リ
。
神
世
ノ
時
、
鰐
魚
、
阿
井
村
ニ
ア
ル
玉
姫
命

ヲ
恋
フ
テ
、
上
リ
来
ル
。
命
石
ヲ
以
テ
其
流
ヲ
塞
テ
会
セ
ス
。
鰐
大
ニ
怒
リ
、
其

舌
ヲ
振
フ
。
故
ニ
此
名
ア
リ
。
高
サ
数
十
丈
ノ
断
巌
屹
立
シ
テ
、
屏
風
石
ア
リ
、

畳
石
ア
リ
、
亀
石
、
甑
石
ア
リ
。
大
石
、
碧
潭
ヲ
出
テ
ゝ
、
恰
モ
馬
ノ
浴
シ
起
テ

鬣
ヲ
振
ハ
ン
ト
ス
ル
カ
如
シ
。
遊
ヲ
好
ム
ノ
士
、
一
タ

二
十
四
ウ
二
十
五
オ

【

鬼
の
舌
ふ
る
ひ
図
】

二
十
五
ウ

ヒ

此
ニ
至
レ
ハ
、
悠
然
ト
シ
テ
出
塵
ノ
想
ヲ
ナ
ス
。

６１
６２
６３
６４

田
能
村
直
入

嶮
路
危
巌
何
足
愁
、
我
元
林
下
旧
樵
儔
、
老
来
偏
喜
多
天
幸
、
又
遇
渓
山
錦
�
秋
、
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半
日
渓
辺
去
又
来
、
両
山
絶
壁
合
還
開
、
自
歓
墨
客
胸
中
曠
、
収
得
幾
多
丘
壑
回
、

老
楓
安
分
在
深
山
、
人
跡
疎
辺
占
静
間
、
却
怪
春
情
猶
未
忘
、
也
逢
青
女
発
紅
顔
、

巌
腰
紅
葉
枕
渓
流
、
眠
月
臥
雲
霜
露
秋
、
山
色
粧
来
如
有
待
、
不
知
山
色
待
吾
不
、

二
十
六
オ

６５

別
火
千
秋

か
し
こ
み
し

鬼
も
あ
り
け
ん

岩
山
も

心
や
す
け
に

か
よ
ふ
猿
か
な

６６

松
江

曲
川

雪
な
た
れ

何
処
や
鬼
の

舌
ふ
る
ひ

○
出
雲
赤
壁

勝
ハ
国
ノ
東
北
端
ニ
ア
ル
雲
津
浦
（
島
根
郡
）
ノ
海
岸
ナ
リ
。
断
巌
絶
壁
、
高
サ

数
十
丈
。
其
色
赭
黒
ニ
シ
テ
、
凡
ソ
二
十
町
ニ
度
タ
ル
。
松
ア
リ
テ
、
葱
々
岩
ニ

倚
テ
眠
リ
、
瀧
ア
リ
テ
、
轟
々
石
ヲ
衝
テ
砕
ケ
、
間
�
�
鳥
声

二
十
六
ウ
二
十
七
オ

【

出
雲
赤
壁
図
】

二
十
七
ウ

ヲ

聞
キ
、
会
�
�
魚
ノ
躍
ル
ヲ
見
ル
。
瀧
ノ
名
ヲ
尾
野
戸
ト
曰
フ
。
高
サ
五
間
餘
、

幅
一
間
有
半
。
北
風
吹
来
リ
、
水
波
ハ
稍
�
�
興
ル
ト
雖
ト
モ
、
亦
当
サ
ニ
中
秋

舟
ヲ
泛
フ
ル
ノ
行
ア
ル
ヘ
シ
。

６７

松
田
淞
雨

江
風
山
月
満
孤
舟
、
斗
酒
鱸
魚
好
此
遊
、
一
起
髯
蘇
重
著
筆
、
雲
州
未
肯
譲
黄
州
、

６８

吉
岡
敬
勝

焼
立
し

船
の
け
ふ
り
も

忍
ふ
ま
て

春
は
霞
め
る

波
の
上
か
な

二
十
八
オ
○
佐
々
木
高
綱
墓

松
江
ヲ
距
ル
西
南
数
町
、
乃
木
村
（
意
宇
郡
）、
善
光
寺
境
内
ニ
ア
リ
。
円
塔
一
基
、

高
サ
一
丈
、
傍
ラ
ニ
石
燈
八
箇
、
老
松
三
幹
ア
リ
。
廻
ラ
ス
ニ
垣
ヲ
以
テ
ス
。
法

名
ヲ
心
瀧
院
殿
法
嶺
源
性
大
居
士
ト
曰
フ
。
佐
々
木
秀
義
ノ
第
四
子
ナ
リ
。
源
頼

朝
ニ
従
ヒ
、
元
暦
元
年
、
宇
治
川
ノ
役
先
登
第
一
ノ
功
名
ヲ
挙
ク
。
頼
朝
ノ
薨
後
、

世
ヲ
遁
レ
テ
南
都
ニ
赴
キ
、
竟
ニ
西
国
ヲ
周
ク
リ
、
建
保
四
年
二
月
十
五
日
ヲ
以

テ
卒
ス
。
年
七
十
五
。

二
十
八
ウ

【

佐
々
木
高
綱
墓
図
】

二
十
九
オ

６９

松
田
淞
雨

奮
然
叱
馬
蹴
奔
瀧
、
便
見
西
軍
勢
已
降
、
莵
水
流
芳
千
歳
下
、
誰
図
埋
骨
在
松
江
、

７０

三
島
雲
�

先
登
功
績
去
無
蹤
、
抔
土
空
餘
三
尺
封
、
一
霎
寒
声
白
楊
雨
、
似
聞
莵
水
叱
驕
龍
、

７１

松
江

可
物

も
の
ゝ
ふ
の

跡
訪
ふ
露
の

光
か
な

○
龍
頭
瀧

松
笠
村
（
飯
石
郡
）、
鳥
屋
丸
山
中
ノ
瀧
、
是
レ
ナ
リ
。
高
サ

二
十
九
ウ
三
十
オ

【
龍
頭
瀧
図
】

三
十
ウ
数
十
丈
、
幅
凡
ソ
十
間
。
下
ニ
淵
潭
ア
リ
。
奇
巌
怪
石
聳
立
シ
テ
、
蛟
龍
ノ
飛
ハ

ン
ト
欲
ス
ル
形
状
ヲ
ナ
ス
。
古
木
ノ
葱
々
ト
起
臥
ス
ル
ハ
、
恰
モ
龍
ノ
鬚
髯
ヲ
垂

ル
ゝ
カ
如
ク
、
口
頭
ノ
深
々
ト
白
霧
ヲ
籠
ム
ル
ハ
、
恰
モ
龍
ノ
雲
霓
ヲ
起
コ
ス
カ

如
シ
。
其
声
雷
霆
ニ
異
ナ
ラ
ス
。
一
遊
之
レ
ヲ
眺
メ
ハ
、
光
景
佳
絶
ニ
シ
テ
、
人

ヲ
シ
テ
塵
外
ノ
想
ヲ
ナ
サ
シ
ム
。

７２
７３

清
水
南
山

龍
澄
在
吾
雲
之
松
笠
村
、
去
松
江
十
三
里
。
巉
巌
絶
壁
、
相
環
如
屏
風
。
斯
処

三
十
一
オ

即
洞
也
。
洞
中
東
西
四
五
十
歩
。
西
崕
掛
瀑
布
。
去
崖
上
一
丈
餘
、
有
突
巌
。

瀑
水
激
之
砕
如
絲
、
咆
哮
鳴
響
如
雷
。
土
人
曰
、
西
国
第
一
名
瀑
布
。
実
絶
奇

也
。
瀑
水
飛
下
三
十
三
尋
云
。
事
見
風
土
記
。

峭
壁
高
懸
一
派
垂
、
飛
烟
走
碧
気
凄
其
、
請
看
三
十
三
尋
練
、
砕
作
千
条
万
緒
絲
、

一
回
来
看
一
回
宜
、
二
度
看
来
二
度
奇
、
欲
画
不
成
詩
不
到
、
瀑
前
把
筆
立
多
時
、

７４

島

重
養

三
十
一
ウ

松
笠
を

さ
し
て
き
つ
れ
は

雨
な
ら
て

ぬ
る
ゝ
袂
や

瀧
の
白
浪
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７５

松
井
言
正

瀧
の
糸
は

真
菅
の
み
の
と

み
ゆ
る
哉

千
よ
を
い
た
ゝ
く

松
笠
の
山

７６

北
島
三
綱

な
が
ら
へ
て

わ
れ
も
千
歳
を

松
笠
の

瀧
の
し
ら
糸

来
て
や
む
す
は
ん

【
初
句
「
が
」
の
濁
点
は
原
本
に
あ
り
】

妹
尾
春
江
画

出
雲
名
勝
摘
要
巻
之
上

終

【
奥
付
】

明
治
十
三
年
三
月
五
日
版
権
免
許

同

十
四
年
六
月
刻
成
出
版

編
輯
人

島
根
県
平
民

星
野
文
淑

出
雲
国
島
根
郡
西
茶
町
六
百
八
十
八
番
地

出
版
人

同

園
山
喜
三
右
衛
門

同
国
意
宇
郡
本
町
五
番
地

売
弘
所

川
岡
清
助

一
年
舎

稲
吉
吉
蔵

有
田
伝
助

西
尾
佐
助

飯
塚
宗
三
郎

石
原
伝
吉

藤
井
猪
之
助

小
西
宗
十
郎

足
立

今
井
兼
文

村
上
斎
次
郎

高
島
晋
太
郎

遠
藤
文
九
郎

本
翻
刻
は
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー

山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト１００３

山
陰
地
域
文
学
・
歴
史
関
係
資
料
の
研
究
（２０１０

－
２０１２

年
度

代
表

要
木
純
一
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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“Izumo meisyo tekiyo”: reprint and introduction

YOGI Junichi

（Faculty of Law and Literature, Shimane University）

〔A b s t r a c t〕

“Izumo meisyo tekiyo” owned by Shimane University Library was published in 1881 in

Matsue city. On this book we can see Kanshi, Waka, Haiku poems about the noted places

of Izumo district. Most of them were made by famous poets who lived in Izumo district in

early Meiji era. This is reprinting the book.

Keywords：Izumo meisyo tekiyo, Hoshino Humitosi, sightseeing, early Meiji Era, Kanshi poem
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